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特集 1 

小屋裏（屋根裏）に取り付けられた、送風

機とＬ字金物。 

        

           

□ 

特
集
１ 

リ
フ
ォ
ー
ム
が
狙
わ
れ
て
い
る･

１ 

l
 

介
護
保
険
に
お
け
る 

 
 

住
宅
改
修
の
実
態･･･

４ 

□ 

イ
ベ
ン
ト
報
告 

2002
年
度
第
２
回
研
修
会･

･･

４ 

□ 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ･

７ 

  

リ
フ
ォ
ー
ム
が 

狙
わ
れ
て
い
る
２ 

 

当
会
は
こ
れ
ま
で
、
悪
徳
リ
フ
ォ
ー
ム

被
害
調
査
・
鑑
定
を
行
い
、
そ
の
鑑
定
書

を
元
に
被
害
者
で
あ
る
消
費
者
の
問
題

解
決
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
当
会
へ
の

調
査
・
鑑
定
の
依
頼
者
は
、
被
害
に
遭
っ

た
消
費
者
、
東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン

タ
ー
等
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
最
近
で

は
、
当
会
の
鑑
定
書
の
成
果
も
あ
っ
て
、

公
的
機
関
か
ら
紹
介
を
受
け
た
消
費
者

か
ら
の
依
頼
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
被
害
の
実
態
に
つ

い
て
は
、
前
号
に
て
紹
介
し
て
お
り
ま
す

（
中
村
幸
安
理
事
長
執
筆
）
が
、
今
回
は

そ
の
具
体
的
な
紛
争
の
概
要
と
結
果
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
次
の
報
告
書
は
、

当
会
の
中
村

理
事
長
が
東

京
都
消
費
生

活
総
合
セ
ン

タ
ー
よ
り
依

頼
を
受
け
た

鑑
定
書
を
基

に
出
さ
れ
た

報
告
書
で
す
。 

高高
齢齢
者者
がが
結結
んん
だだ
屋屋
根根
補補
強強
等等
のの
工工
事事

契契
約約
にに
係係
るる
紛紛
争争
案案
件件
報報
告告
書書
（（
概概
要要
））  

 

１ 

紛
争
の
概
要 

販
売
会
社
（
以
下
「
販
社
」
と
い
う
。）

の
社
員
が
、
平
成
13
年
８ 

月
に
高
齢
の

申
立
人
２
名
（
Ａ
、
Ｂ
）
宅
を
訪
れ
、
屋

根
の
写
真
を
撮
ら
せ
て
く
れ
、
屋
根
裏
を

見
せ
て
く
れ
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
、
販
売
意

図
を
隠
し
て
上
が
り
込
み
、
消
費
者
が

「
帰
っ
て
く
れ
、
契
約
す
る
気
は
な
い
。」

と
繰
り
返
し
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

強
引
に
あ
る
い
は
執
拗
に
契
約
を
迫
り
、

申
立
人
Ａ
に
は
耐
震
金
具
を
取
り
つ
け

る
屋
根
の
補
強
工
事
を
、
申
立
人
Ｂ
に
は

床
下
換
気
扇
設
置
工
事
の
契
約
を
締
結

さ
せ
た
。  

そ
の
後
、
２
名
の
申
立
人
ら

は
、
断
っ
て
い
る
の
に
強
要
さ

れ
て
無
理
に
結
ば
さ
れ
た
契
約

で
あ
り
、
施
工
済
の
工
事
内
容

も
専
門
家
に
見
て
も
ら
い
疑
問

を
持
っ
た
と
し
て
、
契
約
の
取

消
し
と
原
状
回
復
を
求
め
て
消

費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
等
に
相

談
を
寄
せ
た
。  

 

相
談
を
受
け
た
セ
ン
タ
ー
が

契
約
の
締
結
過
程
の
問
題
点
を

指
摘
し
、
販
社
に
、
消
費
者
契
約
法
に
基

づ
き
契
約
の
取
消
し
を
求
め
た
が
、
販
社

は
、
強
引
に
契
約
さ
せ
た
事
実
は
無
か
っ

た
と
し
て
契
約
の
取
消
し
に
応
じ
よ
う

と
し
な
か
っ
た
。  

 

ま
た
、
追
加
申
立
人
Ｃ
は
、
平
成
12
年

３ 

月
に
販
社
社
員
か
ら
水
質
検
査
の
勧

誘
を
受
け
、
健
康
が
損
わ
れ
る
と
言
わ
れ

て
活
水
器
等
の
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
を

契
機
に
、
そ
の
後
の
点
検
な
ど
と
称
し
て

訪
問
す
る
同
社
社
員
か
ら
次
々
と
不
安

に
陥
れ
ら
れ
、
１
年
半
の
間
に
、
床
下
・

屋
根
裏
の
補
強
工
事
、
床
下
・
屋
根
裏
の

換
気
扇
設
置
工
事
、
水
道
管
改
修
工
事
、

キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス
・
ト
イ
レ
・
洗
面
所
改

修
工
事
な
ど
の
総
額

1,250 
万
円
の
契
約
を

結
び
、
工
事
は
終
了
し
た
が
、
杜
撰
な
工

事
で
高
額
で
あ
る
、
契
約
の
経
過
が
不
当

で
あ
っ
た
、
工
事
内
容
に
も
疑
問
、
な
ど

か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
未
払
分
の
支
払
い

拒
否
と
、
妥
当
な
価
格
を
超
え
る
既
払
分

の
返
還
を
求
め
て
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し

た
。  

 

契
約
の
取
消
し
等
を
求
め
る
申
立
人

ら
は
、
東
京
都
消
費
者
被
害
救
済
委
員
会

へ
の
付
託
を
希
望
し
た
。 
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２ 

処
理
の
経
過
と
結
果  

 
平
成
13
年
11
月
24
日
に
申
立
人
２
名

の
、
平
成
14
年
１ 

月
11
日
に
追
加
申
立

人
の
紛
争
処
理
を
付
託
さ
れ
た
委
員
会

は
、
あ
っ
せ
ん
・
調
停
部
会
（
以
下
「
部

会
」
と
い
う
。
）
を
５
回
に
わ
た
っ
て
開

催
し
、
各
申
立
人
の
事
情
聴
取
と
希
望
す

る
解
決
内
容
の
確
認
、
販
社
か
ら
の
事
情

聴
取
と
意
見
交
換
を
行
い
、
事
実
関
係
の

把
握
等
に
努
め
、
本
紛
争
の
法
律
的
観

点
・
論
点
等
及
び
解
決
の
方
向
を
検
討
し

た
。
一
方
で
、
事
務
局
に
指
示
を
し
て
建

築
専
門
家
に
よ
る
工
事
状
況
の
調
査
・
確

認
を
行
い
、
鑑
定
結
果
と
所
見
を
得
た
。  

 

申
立
人
３
名
の
契
約
の
勧
誘
・
締
結
の

経
緯
か
ら
、
次
の
共
通
す
る
事
情
が
窺
え

た
。 

(

１) 

高
齢
者
に
勧
誘
の
的
を
絞
っ
た
契

約
で
あ
る
。
（
高
齢
者
取
引
） 

(

２) 

不
安
を
煽
り
契
約
を
さ
せ
る
。（
誤

認
） 

(

３) 

価
格
が
市
場
価
格
と
比
較
し
て
、

非
常
識
に
高
額
で
あ
る
。（
暴
利
行

為
） 

(

４) 

帰
っ
て
く
れ
、
契
約
を
す
る
気
は

無
い
等
と
断
っ
て
い
る
の
に
、
契

約
を
締
結
す
る
ま
で
、
帰
ら
な
い
。

（
困
惑
） 

(

５) 

契
約
の
締
結
に
必
要
な
取
引
の
内

容
、
提
供
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
の
説
明
を
し
な
い
し
、

虚
偽
の
説
明
を
す
る
。（
説
明
義
務

違
反
・
詐
欺
・
不
実
告
知
） 

(

６) 

２
時
間
な
い
し
４
時
間
に
わ
た
る

長
時
間
の
勧
誘
を
す
る
。 

 

専
門
家
に
依
頼
し
た
鑑
定
書
は
詳
細

に
及
ん
だ
が
、
そ
の
主
要
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。 

(

１) 

金
具
に
よ
る
補
強
工
事
は
、
建
物

の
耐
震
性
能
の
向
上
に
寄
与
し
て

お
ら
ず
、
意
味
の
な
い
工
事
。 

(

２) 
床
下
や
天
井
・
小
屋
裏
に
は
、
強

制
換
気
を
必
要
と
す
る
条
件
は
無

く
、
換
気
扇
は
過
剰
設
備
。 

(

３) 

不
必
要
な
上
に
法
外
な
工
事
費

（
水
道
管
工
事
）、
工
事
の
不
具
合

が
あ
る
の
に
部
品
・
工
事
費
と 

も
法
外
で
、
メ
ー
カ
ー
希
望
価
格

よ
り
も
圧
倒
的
高
額
で
の
請
求

（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
も
あ
る
。  

 

部
会
は
、
販
社
に
対
し
て
、
勧
誘
方
法

や
施
工
に
係
る
問
題
点
等
を
指
摘
し
、
あ

っ
せ
ん
の
考
え
方
を
示
し
た
。
販
社
は
、

委
員
会
の
指
導
に
従
う
、
具
体
的
に
は
申

立
人
Ａ
、
Ｂ
に
対
し
て
は
契
約
の
取
消
し

に
応
じ
て
取
り
付
け
た
物
品
の
所
有
権

を
放
棄
す
る
か
原
状
に
戻
す
、
申
立
人
Ｃ

に
関
し
て
は
、
既
払
金
全
額
の
返
金
は
つ

ら
く
委
員
会
で
の
現
存
利
益
の
査
定
を

と
希
望
し
た
。
部
会
は
、
諸
事
情
を
考
慮

し
て
円
満
解
決
を
図
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
「
申
立
人
Ａ
、
Ｂ
は
取
り
付
け
た

部
品
の
撤
去
を
求
め
ず
、
販
売
会
社
は
所

有
権
を
放
棄
す
る
。
申
立
人
Ｃ
の
現
存
利

益
は
全
て
の
工
事
に
含
め
て
190
万
円
と

し
、
未
払
分
は
請
求
し
な
い
、
既
に
支
払

済
の
990
万
円
の
中
か
ら
800
万
円
を
申
立

人
Ｃ
に
対
し
て
、
一
括
払
い
で
返
金
す
る

こ
と
。
」
と
の
条
件
を
提
示
し
、
申
立
人

ら
と
販
社
の
双
方
が
受
諾
、
平
成
14
年 

３
月
11
日
に
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
、
本

委
員
会
に
お
け
る
処
理
手
続
き
は
終
了
、

あ
と
は
申
立
人
Ｃ
に
対
す
る
返
金
の
履

行
を
確
認
す
る
の
み
で
あ
る
。  

 
  

３ 

報
告
に
あ
た
っ
て
の
コ
メ
ン
ト 

１ 

申
立
人
Ａ
、
Ｂ
の
契
約
の
取
消
原
因

 

申
立
人
Ａ
、
Ｂ
の
契
約
は
、
消

費
者
契
約
法
が
適
用
さ
れ
る
契
約

で
あ
る
。
申
立
人
Ａ
の
契
約
は
、

販
社
の
社
員
が
申
立
人
宅
を
退
去

し
よ
う
と
し
な
い
事
態
に
困
惑
し

た
結
果
、
契
約
を
締
結
し
た
も
の
、 

申
立
人
Ｂ
の
契
約
も
、
申
立
人
の

退
去
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
販

社
社
員
が
長
時
間
退
去
し
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
困
惑
し
た
結
果
、

契
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の

契
約
時
の
事
情
の
下
に
お
い
て
は

消
費
者
契
約
法
４
条
３
項
１
号

（
困
惑
）
の
取
消
事
由
が
あ
る
と

認
め
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
。
既

に
契
約
の
取
消
通
知
を
文
書
で
行

っ
て
い
る
か
ら
、
契
約
は
取
消
さ

れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

  

２ 

申
立
人
Ｃ
の
契
約
の
取
消
原
因

 

当
初
の
契
約
は
消
費
者
契
約
法

の
施
行
以
前
で
あ
る
が
、
必
ず
し

も
必
要
の
な
い
活
水
器
の
設
置
を

長
時
間
の
執
拗
な
勧
誘
を
行
い
、

代
金
に
比
較
し
て
著
し
く
高
額
な

工
事
の
発
注
を
さ
せ
た
も
の
で
、

消
費
者
契
約
法
が
適
用
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
取
消
事
由
あ
り
と
評

価
さ
れ
る
可
能
性
も
高
い
。 

 

後
続
の
工
事
は
、
必
要
性
や
効

果
が
極
め
て
疑
問
と
思
わ
れ
る
も

の
、
工
事
内
容
が
粗
雑
・
工
法
が

不
適
切
、
市
場
価
格
水
準
と
比
較

し
て
極
め
て
高
額
な
材
料
・
部
品
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価
格
、
著
し
く
高
額
な
工
事
代
金

な
ど
を
内
容
と
す
る
契
約
で
、
不

実
の
説
明
や
説
明
不
十
分
の
ま
ま

に
締
結
さ
せ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
法
律
的
に
問
題
の
多
い
当
初

の
契
約
を
踏
み
台
に
し
て
、
重
大

な
問
題
の
あ
る
後
続
の
工
事
の
勧

誘
が
次
々
と
執
拗
に
繰
り
返
さ
れ

て
お
り
、
販
社
に
と
っ
て
は
、
高

齢
者
で
あ
る
申
立
人
が
十
分
な
知

識
の
な
い
状
況
の
下
で
、
暴
利
を

得
る
契
約
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、

高
齢
者
の
収
入
・
資
産
に
照
ら
し
、

極
め
て
高
額
で
工
事
内
容
と
比
較

し
て
著
し
く
不
均
衡
な
契
約
を
勧

誘
す
る
行
為
は
、
特
段
の
事
情
の

な
い
限
り
、
各
契
約
が
公
序
良
俗

違
反
に
よ
り
、
無
効
と
考
え
る
こ

と
が
相
当
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
不
実
の
説
明
、
不
十
分

な
工
事
内
容
の
説
明
、
必
要
が
な

い
の
に
必
要
が
あ
る
と
誤
信
さ
せ

ら
れ
て
契
約
し
た
と
考
え
ら
れ
る

も
の
も
あ
り
、
詐
欺
、
あ
る
い
は

錯
誤
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。 

３ 

現
状
回
復
義
務
の
取
扱
に
つ
い
て 

 

申
立
人
ら
の
締
結
し
た
各
契
約

は
、
取
消
し
、
あ
る
い
は
無
効
に

よ
っ
て
、
代
金
支
払
義
務
を
負
う

も
の
で
は
な
く
、
販
売
会
社
の
請

求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
支
払
済
代
金
は
不
当
利
得
と

し
て
返
還
請
求
で
き
る
。
他
方
、

販
売
会
社
が
申
立
人
ら
に
対
し
、

原
状
回
復
と
し
て
設
備
の
撤
去
、

引
渡
を
請
求
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。 

 

施
工
済
み
の
工
事
部
分
、
設
備

の
撤
去
、
引
渡
し
を
す
る
こ
と
に

な
る
と
、
撤
去
費
用
の
負
担
、
家

屋
に
与
え
る
物
理
的
影
響
、
撤
去

に
伴
う
補
修
工
事
の
費
用
の
負
担

の
問
題
が
発
生
す
る
が
、
本
件
に

お
い
て
は
、
販
売
会
社
が
工
事
部

分
・
設
備
の
所
有
権
を
放
棄
し
た

一
方
、
申
立
人
Ａ
、
Ｂ
が
現
状
の

ま
ま
と
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
。

申
立
人
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
申
立
人

の
意
向
（
工
事
部
分
・
設
備
は
そ

の
ま
ま
と
し
、
納
得
の
い
く
工
事

に
見
合
っ
た
代
金
以
外
の
返
金
）

と
販
売
会
社
の
意
向
（
全
額
返
金

で
な
く
、
現
存
利
益
の
査
定
）
と
、

前
記
に
述
べ
た
発
生
す
る
問
題
を

考
慮
し
た
あ
っ
せ
ん
案
を
提
示
し
、

双
方
の
同
意
を
得
た
も
の
で
あ
る
。 

（
東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
報
道
発
表
資
料
よ
り
転
載
） 

 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
適
用
期
間
で
あ

れ
ば
契
約
解
除
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
が
過

ぎ
て
い
た
と
し
て
も
、
契
約
に
問
題
が
あ

れ
ば
契
約
取
消
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
契
約
取
消
が
で
き
る
か
否
か

を
、
お
近
く
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
、
弁
護

士
等
の
法
律
の
専
門
家
に
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
当
会
で
は
、
「
契
約
通

り
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
か
」、「
工
事

に
問
題
は
な
い
か
」、「
必
要
な
工
事
で
あ

っ
た
か
」
等
の
調
査
・
鑑
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
上
記
報
告
書
の
よ
う

な
鑑
定
結
果
で
あ
れ
ば
、
鑑
定
書
を
元
に

法
律
の
専
門
家
と
共
に
契
約
取
消
の
交

渉
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
、
契
約
を
し
て
か
ら
で
は
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
の

で
（
業
者
の
所
在
が
分
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
）
、
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
契
約
書
に
判
を
押
す
前
に
、
当

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
当
会
で
は
建
築

の
専
門
家
が
技
術
的
相
談
に
の
り
ま
す

（
無
料
電
話
相
談
「
住
ま
い
１
１
０
番
」）。

必
要
に
よ
っ
て
は
、
専
門
家
の
目
で
、「
耐

震
補
強
す
る
必
要
が
あ
る
か
」
「
床
下
の

防
湿
措
置
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
」
「
契

約
す
る
工
事
が
必
要
な
工
事
で
あ
る
か
」

等
を
調
査
い
た
し
ま
す
。 

※
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ 

 

消
費
者
が
冷
静
に
良
く
考
え
直
す
期
間
を

与
え
、
こ
の
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
消
費

者
が
業
者
と
の
間
で
締
結
し
た
契
約
を
一
方

的
に
解
除
で
き
る
と
い
う
制
度
。
事
例
の
よ

う
な
訪
問
販
売
に
よ
る
契
約
で
は
、
契
約
後

（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
つ
い
て
書
面
で
知
ら

さ
れ
た
日
以
後
）
８
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
、

す
で
に
工
事
を
行
っ
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
で
契
約
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

※
東
京
都
消
費
者
被
害
救
済
委
員
会 

 

東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
等
の
相

談
機
関
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
・
相
談
の
う
ち
、

都
民
の
消
費
生
活
に
著
し
く
影
響
を
及
ぼ
し
、

又
は
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
紛
争
に
つ
い
て

「
あ
っ
せ
ん
」
や
「
調
停
」
を
行
い
、
そ
の

解
決
に
あ
た
る
「
東
京
都
消
費
生
活
条
例
」

で
設
置
さ
れ
た
知
事
の
附
属
機
関
で
す
。
ま

た
、
知
事
は
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
消

費
者
訴
訟
に
対
し
て
、
訴
訟
資
金
の
貸
付
等

の
必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。 
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介介
護護
保保
険険
にに
おお
けけ
るる
住住
宅宅
改改
修修
のの
実実
態態 

東
京
・
特
別
区
介
護
保
険
担
当
職
員  

平
成
十
二
年
四
月
よ
り
介
護
保
険
が

始
ま
り
、
手
す
り
・
段
差
解
消
等
の
二
十

万
円
ま
で
の
住
宅
改
修
費
の
九
割
が
保

険
か
ら
給
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十

二
年
度
は
、
月
七
十
件
の
申
請
数
で
あ
っ

た
が
、
今
年
度
は
、
そ
の
二
倍
以
上
に
な

っ
た
。
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
や
工
事
業
者
に
保
険
給
付
の
情

報
が
浸
透
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
一
方
、
様
々
な
問
題
点
も
明
ら

か
に
成
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
工

事
費
の
相
場
を
知
ら
な
い
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
に
付
け
込
み
、
高
額
な
費
用
を

要
求
す
る
業
者
の
存
在
で
あ
る
。
あ
る
業

者
は
、｢

屋
根
を
塗
り
替
え
ま
し
ょ
う｣

と

自
宅
訪
問
し
、
浴
室
が
古
い
の
を
見
て
、

｢

介
護
保
険
で
お
金
が
出
ま
す
か
ら
ユ
ニ

ッ
ト
バ
ス
に
し
ま
し
ょ
う
。
屋
根
は
サ
ー

ビ
ス
に
し
て
お
き
ま
す
。｣

と
夜
中
ま
で

滞
在
し
、
保
険
給
付
の
九
倍
強
の
百
八
十

万
円
の
ロ
ー
ン
契
約
を
さ
せ
た
。
九
十
過

ぎ
の
そ
の
独
居
老
人
は
、
近
々
長
男
宅
へ

引
き
取
ら
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
自
宅

も
取
り
壊
す
予
定
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
手

す
り
設
置
の
金
額
は
、
業
者
に
よ
っ
て

様
々
で
あ
り
、
明
ら
か
に
工
事
費
が
高
す

ぎ
る
例
も
後
を
絶
た
な
い
。 

 

問
題
点
の
第
二
は
、
不
適
切
な
工
事
で

あ
る
。
位
置
の
高
す
ぎ
る
手
す
り
は
ま
だ

し
も
、
Ｌ
字
型
手
す
り
の
左
右
逆
、
上
下

逆
と
い
う
の
も
あ
る
。
廊
下
手
す
り
で
、

端
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
た
め
に
、
袖

が
引
っ
掛
か
る
の
で
は
な
い
か
と
、
心
配

な
例
は
多
い
。
浴
室
手
す
り
は
特
に
首
を

傾
げ
る
よ
う
な
手
す
り
が
あ
る
。
利
用
者

の
入
浴
方
法
や
身
体
状
況
を
全
く
把
握

し
て
い
な
い
ば
か
り
か
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
基
礎
知
識
も
な
く
、
単
に
工
事
の
た
め

の
施
工
し
た
と
思
わ
れ
る
例
で
あ
る
。 

介
護
保
険
住
宅
改
修
費
支
給
申
請
に
際

し
て
は
、
理
由
書
の
添
付
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
理
由
書
を
記
載
で
き
る
資
格
者
は
、

介
護
支
援
専
門
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
住
宅
改
修
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
福

祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
で
あ

る
。
私
も
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
二
級
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
が
、

常
々
、
こ
の
資
格
で
は
理
由
書
記
載
に
不

充
分
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
も

そ
も
、
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
は
、
被
保

険
者
の
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
す
介

護
計
画
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
建
築
工
事

の
知
識
の
な
い
介
護
支
援
専
門
員
が
、
勉

強
し
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
を
取
得

す
る
事
は
、
歓
迎
す
べ
き
事
で
あ
る
が
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
の
み
で
、
介
護

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
住
宅
改
修
が

企
画
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
他
職
種
と

の
連
携
の
も
と
に
、
設
計
、
企
画
す
れ
ば

よ
い
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
、
工
事
業

者
の
営
業
担
当
の
み
の
考
え
で
工
事
実

施
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。
住
宅
改
修
と
合

わ
せ
て
、
不
必
要
な
浴
室
の
す
の
こ
（
福

祉
用
具
）
ま
で
勧
め
ら
れ
て
し
ま
う
例
も

あ
る
。 

他
方
、
住
宅
改
修
に
関
す
る
知
識
に
自
信

が
無
か
っ
た
り
、
多
忙
で
あ
っ
た
り
す
る

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
工
事
業
者
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
任
せ
っ
き
り
に
し

て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。 

被
保
険
者
の
介
護
計
画
の
中
で
、
住
宅
改

修
工
事
を
き
ち
っ
と
位
置
付
け
、
行
わ
れ

る
（
た
）
工
事
の
内
容
、
工
事
費
と
も
適

正
で
あ
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
仕
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

 

私
は
、
介
護
保
険
制
度
以
前
、
地
域
に

お
い
て
高
齢
者
施
策
の
住
宅
改
修
の
申

請
相
談
を
担
当
し
て
い
た
。
改
修
相
談
、

自
宅
訪
問
、
業
者
と
の
連
携
、
工
事
後
の

確
認
訪
問
等
一
連
の
手
続
き
後
も
、
利
用

者
の
地
域
福
祉
相
談
を
継
続
す
る
中
で
、

改
修
し
た
住
宅
が
、
利
用
者
の
死
後
、
取

り
壊
さ
れ
て
し
ま
う
例
を
幾
つ
も
見
て
、

公
的
資
金
が
数
年
で
無
駄
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス

な
ど
で
は
、
高
齢
者
が
死
亡
し
て
も
、
別

の
高
齢
者
が
、
改
修
さ
れ
た
住
宅
に
転
居

す
る
事
に
よ
っ
て
、
公
費
助
成
制
度
が
社

会
的
に
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本

に
お
い
て
は
、
公
営
住
宅
に
手
す
り
を
設

置
す
る
際
に
は
、
退
去
時
の
原
状
回
復
を

前
提
と
し
て
誓
約
さ
せ
ら
れ
る
場
合
も

あ
る
。
使
い
や
す
い
手
す
り
を
公
費
負
担

で
設
置
し
て
も
、
そ
れ
が
無
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
、｢

も
っ
た
い
な
い｣

の
一
言

で
あ
る
。 

 

高
齢
者
で
な
く
て
も
、
段
差
の
少
な
い

床
や
手
す
り
は
あ
り
が
た
い
。
四
十
代
の

私
で
さ
え
、
自
宅
の
階
段
を
昇
降
す
る
際

に
は
、
必
ず
手
す
り
に
頼
っ
て
し
ま
う
。

二
〇
五
〇
年
に
は
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
人
口
が
三
分
の
一
に
な
る
と
い
う
。
誰

に
で
も
使
い
や
す
い
住
宅
が
一
般
化
し

て
ほ
し
い
と
思
う
。 
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22000022
年年
度度
第第
２２
回回
研研
修修
会会
報報
告告  

 

         

去
る
０
３
年
１
月
１
９
日
（
日
）
に
、

渋
谷
区
の
青
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ

ジ
に
て
０
２
年
度
第
２
回
研
修
会
が
行

わ
れ
、
４
４
名
（
会
員
３
２
名
）
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
は
、
第

３
者
検
査
、
設
備
の
点
検
、
リ
フ
ォ
ー
ム

調
査
を
中
心
と
し
て
、
各
レ
ポ
ー
タ
ー
が

事
例
報
告
と
共
に
検
査
・
調
査
要
領
の
報

告
を
し
、
大
川
照
夫
常
任
理
事
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
総
論
を
踏
ま
え
て

解
説
を
す
る
と
い
う
方
法
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

・
大
川
照
夫
常
任
理
事 

第
３
者
検
査
の
必
要
性
と
そ
の
責
任
。
検

査
・
鑑
定
業
務
の
総
論
。 

レ
ポ
ー
タ
ー 

・
川
口
晴
保
常
任
理
事 

事
前
相
談
か
ら
完
成
検
査
ま
で
の
点

検
・
検
査
事
項
、
点
検
結
果
の
記
録
及
び

報
告
の
要
領 

・
田
岡
照
良
理
事 

設
備
の
検
査
項
目
及
び
瑕
疵
判
定
規
準 

・
槻
田
昌
明
常
任
理
事 

リ
フ
ォ
ー
ム
前

の
診
断
報
告 

・
中
山
良
夫
事
務
局
長 

悪
徳
リ
フ
ォ
ー
ム
被
害
調
査
、
鑑
定
書
の

事
例 

 

当
研
修
会
は
、
会
員
以
外
の
一
般
の
方

が
１
２
名
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
し
た
結
果
、
そ
の
殆
ど
の
方
の

参
加
動
機
・
目
的
が
「
当
会
の
活
動
に
興

味
が
あ
る
」、「
現
在
検
査
業
務
を
行
っ
て

お
り
（
将
来
検
査
業
務
を
行
う
た
め
）
、

そ
の
技
術
向
上
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
と

て
も
参
考
に
な
っ
た
」、「
知
識
が
得
ら
れ

有
意
義
だ
っ
た
」、
「
ま
た
研
修
会
に
参
加

し
た
い
」
と
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
技
術
研
修
会
の
需
要
と
必

要
性
が
伺
え
ま
す
。
当
会
の
よ
う
に
、
検

査
・
鑑
定
業
務
に
関
し
て
、
広
く
技
術
研

修
会
を
行
っ
て
い
る
会
は
少
な
く
、
当
会

が
社
会
的
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
こ
と
を
強
く
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
当
会
を
知
る
キ
ッ
カ
ケ
と
し
ま
し
て

は
「
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
、
書
籍
」
等

の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
と
い
う
の
が
殆

ど
で
あ
り
、
当
研
修
会
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
」
又
は
「
会
か
ら
の
案
内
」
に
よ
っ

て
知
っ
た
と
い
う
方
が
殆
ど
で
し
た
。 

な
お
、
研
修
会
の
後
に
は
新
年
会
を
行
い
、

会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
で

き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。
一
般
参
加
者
の
人
数
増
加
は
、
理
事

を
は
じ
め
と
す
る
会
員
の
皆
様
の
地
道

な
活
動
の
結
果
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り

ま
し
て
、
日
頃
か
ら
会
の
活
動
、
発
展
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
会
員
の
皆

様
に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
□
相
談
・
調
査
業
務
報
告 

12
月
期
の
電
話
相
談
件
数
は
49
件
と

な
り
、
本
年
度
初
め
て
昨
年
度
平
均
を
下

回
り
ま
し
た
。 

地
区
別
の
割
合
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
東
京
都
の
割
合
が
高
く
、
非
関
東
地
区

の
落
ち
込
み
が
目
立
ち
ま
す
。 

調
査
依
頼
者
か
ら
時
折
「
会
の
宣
伝
を

も
っ
と
行
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
契
約
前
や
工
事

着
工
前
、
あ
る
い
は
瑕
疵
担
保
期
間
内
な

ど
に
当
NPO
の
よ
う
な
相
談
機
関
に
相
談

し
て
い
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
難
し
い
問
題
に

な
ら
ず
に
済
ん
だ
の
に
…
と
い
う
無
念

さ
が
そ
の
声
か
ら
は
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

１
月
は
、
テ
レ
ビ
に
中
村
理
事
長
が
TBS

の
番
組
に
出
演
し
、
雑
誌
「
美
し
い
部
屋

50
号
掲
載
記
事
の
取
材
に
は
川
口
常
任

理
事
が
全
面
的
に
協
力
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
会
を
世
間
に
知
ら
し
め
る
活
動

も
、
消
費
者
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
積
極
的
に

会
を
PR
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
社

員
（
特
に
相
談
の
少
な
い
地
区
）
の
皆
様

に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

  

 

 12 月の調査依頼実績（※は建築Ｇメンに直接依頼があったもの） 

都道府県 内容 

担当調査員 

ゴシック体は 

建築 Gメン 

福岡県 築 7 年 訴訟するか否かの資料作成 松永 勝利 

東京都 建売物件の契約のチェックと工事中の検査 田岡 照良 

東京都 悪質リフォーム被害の調査 槻田 昌明 

埼玉県 床の不陸 総合調査を希望 大木 昭治 

東京都 建売物件の調査 塩田 清 

新潟県 築 4 年の軽量鉄骨物件の調査 星井 栄吉 

東京都 住宅購入 引き渡し前検査の立会 塩田 清 

東京都 ＲＣ造マンション 上階からの騒音の問題 中村 幸安 

栃木県 在来木造 総合調査（特に隙間風と湿気の問題） 中島 徹 

埼玉県 雨漏りの原因の特定 鈴木 松五郎 

神奈川県 在来 2Ｆ 建売 工事中の検査 清水 煬二 

東京都 2×4 に準じた工法の物件の検査（基礎・壁紙に亀裂あり） 塩田 清 

茨城県 在来木造新築物件 工事中の検査 小野 文一 

京都府 リフォーム工事（ユニットバス）の被害 丹羽 稔 

埼玉県 中古物件探しの同行 塩田 清 

相談内容の内訳（12月期）

調査依頼（21）

瑕疵問題（10）

リフォーム（5）

契約問題（3）

業者探し（3）

近隣問題（1）

賃貸問題（1）

その他（4）

業者と紛争（1）

当会認知の情報源（12月期）

インターネット

消費者センター・
建築士会など

テレビ

新聞・雑誌

書籍

口コミ

その他

ＮＰＯ建築Ｇメン会のロゴマークです 

地区別相談件数（12月期）

茨城県（1）

栃木県（1）

埼玉県（9）

千葉県（4）

東京都（16）

神奈川県（5）

中部地区（3）

近畿地区（1）

北陸・甲信越
地区（2） 関東地区（36）

北海道地区
（1）

東北地区（3）
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□
室
内
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
濃
度 

簡
易
計
測
サ
ー
ビ
ス
を
開
始 

 

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
へ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
（
財
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を

得
て
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
簡
易
測
定
器

『
デ
ジ
タ
ル
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ニ
』
の
貸

し
出
し
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
室
内
の

空
気
中
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
濃
度
の

お
お
ま
か
な
目
安
を
、
少
な
い
費
用
で
簡

易
に
計
測
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
こ
の

事
業
の
目
的
で
す
。 

計
測
は
、
次
の
手
順
で
行
い
ま
す
。 

(

１) 

全
て
の
窓
と
扉
を
開
放
し
、
30
分
間

換
気
す
る
。 

(

２) 

そ
の
後
、
全
て
の
窓
と
扉
を
閉
鎖
し

５
時
間
以
上
維
持
す
る
。
自
動
換
気

シ
ス
テ
ム
の
あ
る
住
宅
は
同
時
に

換
気
シ
ス
テ
ム
を
稼
動
す
る
。 

(

３) 

上
記
の
状
態
の
ま
ま
で
、
30
分
間
計

測
（
サ
ン
プ
リ
ン
グ
）
を
行
う
。 

こ
の
よ
う
な
流
れ
で
濃
度
が
モ
ニ
タ

に
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
も
し
厚
生
省
の

濃
度
指
針
0.08
ppm
を
大
き
く
超
え
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
、
再
度
、
測

定
バ
ッ
ジ
を
使
っ
た
測
定
や
そ
れ
以
上

の
精
度
の
測
定
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

自
分
で
は
測
定
が
困
難
だ
と
い
う
方

に
も
、
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

工
事
中
の
検
査
メ
ニ
ュ
ー
に
、
本
計
測
を

加
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

費
用
は
、
貸
し
出
し
の
み
の
場
合
で
、

消
耗
品
等
の
実
費
四
千
円
（
片
道
送
料
込

み
）
と
な
り
ま
す
。
お
問
合
せ
は
、
当
会

事
務
局
（042-311-4110

）
ま
で
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
。 

※ 

室
内
の
空
気
中
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
濃

度
の
み
を
計
測
し
ま
す
。
ト
ル
エ
ン
や
キ
シ

レ
ン
な
ど
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
揮
発
性
有
機
物
）
の

計
測
は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
訴
訟
等
の
為

の
計
測
に
は
使
用
出
来
ま
せ
ん
。 

 

□
事
務
局
詰
め
電
話
相
談
員
を
募
集
中 

２
月
は
、
３
日
（
月
）
に
石
岡
社
員
、

13
日
（
木
）
に
小
黒
社
員
、
20
日
（
木
）

に
塩
田
社
員
が
担
当
し
ま
す
。
そ
の
他
の

日
程
（
月
～
土
）
は
、
随
時
募
集
中
で
す

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

□
Ｇ
メ
ン
の
会
の
名
刺
が
で
き
ま
し
た 

 

当
会
の
会
員･

社
員
向
け
に
名
刺
デ
ザ

イ
ン
の
雛
型
と
し
て
次
の
も
の
を
用
意

し
ま
し
た
。 

 

別
途
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
ワ
ー
ド
用
の
デ
ー
タ
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
パ
ソ
コ
ン
で
編
集

し
て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 
な
お
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
の
際
に
は
、

エ
ー
ワ
ン(
株)
社
製
の
10
面
刷
名
刺
用
マ

ル
チ
カ
ー
ド
（
A4
サ
イ
ズ
／
10
シ
ー
ト

100
枚
500
円
）
を
台
紙
と
し
て
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。 

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
で
は
な
く
、
印
刷
会
社
に
直
接
持
っ
て

い
か
れ
る
際
に
も
、
版
下
用
の
サ
ン
プ
ル

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
手
順
で

ス
ム
ー
ズ
に
注
文
出
来
ま
す
。 

(

１) 

氏
名
・
住
所
・
資
格
な
ど
名
刺
へ
の

記
載
事
項
を
上
の
サ
ン
プ
ル
に
朱

記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
要
な

文
言
等
は
横
線
で
消
し
て
下
さ
い
。 

(

２) 

次
に
、
こ
の
会
報
と
同
封
の
フ
ロ
ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
印
刷
会
社
に
持

ち
込
ん
で
、
「
雛
型
の
デ
ー
タ
は
こ

の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
の
中
に
あ
る
の
で
、

氏
名
な
ど
を
こ
の
サ
ン
プ
ル
に
朱

記
し
た
内
容
に
編
集
し
て
、
版
下
と

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
フ
ァ
イ
ル
名

は
、『sam

ple.ai

』
で
す
」
と
依
頼

し
て
下
さ
い
。 

(

３) 

あ
と
は
、
色
の
指
定
で
す
。
文
字
は

黒
で
、
マ
ー
ク
等
は
Ｃ
80
Ｍ
60
Ｙ

0
Ｋ
50
の
紺
色
で
注
文
し
て
下
さ

い
。 

 

※
メ
ー
ル
で
会
報
を
送
っ
て
い
る
方
に
は
、
同
じ

く
メ
ー
ル
で
デ
ー
タ
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。 

△デジタルキャッチャーミニ  
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□
建
築
無
料
相
談
・
講
演
会
の
ご
案
内 

『
住
ま
い
110
番
』
と
題
し
、
欠
陥
住
宅

の
実
態
を
紹
介
し
、
問
題
解
決
や
予
防
方

法
な
ど
の
情
報
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
皆

様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
無
料
相
談
会
で
の

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
資
料

（
不
具
合
の
写
真
・
契
約
書
・
設
計
図
書

な
ど
）
を
一
式
お
持
込
の
上
ご
来
場
く
だ

さ
い
。 

『
住
ま
い
110
番
』 

講
演
会
・
建
築
無
料
相
談
会 

「
欠
陥
住
宅
問
題
の
解
決
方
法
」 

講
師 

弁
護
士 

山
本 

孝 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
社
員
） 

「
欠
陥
住
宅
の
事
例
報
告
」 

レ
ポ
ー
タ
ー 

建
築
Ｇ
メ
ン 

「
新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
欠
陥
、 

そ
の
他
住
ま
い
に
関
す
る
相
談
」 

相
談
員 

建
築
Ｇ
メ
ン 

日
時
▽
03
年
２
月
15
日(

土) 

 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

（
午
後
１
時
開
場
） 

場
所
▽
「
北
と
ぴ
あ
」
第
２
研
修
室 

 
 

（
北
区
区
民
ホ
ー
ル
） 

所
在
地

▽
東
京
都
北
区 王
子
１
ノ

11
ノ
１ 

交
通
▽
Ｊ
Ｒ
・
京
浜
東
北
線 

 

王
子
駅 

徒
歩
２
分 
交
通
▽
営
団
地
下
鉄
・
南
北
線 

王
子
駅 

徒
歩
２
分 

入
場
▽
無
料 

お
問
合
せ
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

事
務
局 

TEL
０
４
２-

３
１
１-
４
１
１
０ 

Fax
０
４
２-

３
１
１-

４
１
２
５ 

 

 

□
一
級
建
築
士
事
務
所
登
録
が
完
了 

当
会
は
、
03
年
１
月
10
日
付
け
で
「
特

定
非
営
利
活
動
法
人
建
築
ジ
ー
メ
ン
の

会
一
級
建
築
士
事
務
所
『
東
京
都
知
事
登

録
４
８
２
７
６
号
』
」
の
登
録
を
行
い
ま

し
た
。 

□
編
集
後
記
・
次
回
の
予
告 

今
年
最
初
の
会
報
は
、
ま
す
ま
す
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
悪
徳
リ
フ
ォ

ー
ム
被
害
の
特
集
の
後
半
の
内
容
を
中

心
に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
問
題
と
当
会
と
が
係
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
が
、
特
集
で
紹
介
し
た
、

東
京
都
被
害
者
救
済
委
員
会
が
扱
っ
た

事
件
か
ら
で
し
た
。 

そ
れ
か
ら
、
お
よ
そ
一
年
が
経
ち
ま
す

が
、
同
様
の
相
談
が
全
国
各
地
か
ら
寄
せ

ら
れ
後
を
絶
え
ま
せ
ん
。
本
号
が
、
わ
ず

か
で
も
問
題
解
決
の
糸
口
に
な
れ
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
次
号
会
報
「
楔
（
く
さ
び
）
15

号
」
は
、
鑑
定
書
の
ま
と
め
方
に
関
す
る

内
容
な
ど
、
２
月
末
頃
発
行
予
定
で
す
。 
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
寄
稿
い
た
だ

い
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

  
  

エコロジー 
(有)あくあ研究所 

 
NPO建築 Gメンの会 
一級建築士 松永 勝利 
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こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
京

都
と
消
費
者
団
体
が
共
同

で
、
消
費
者
の
権
利
の
確

立
と
定
着
を
は
か
り
、
消

費
者
問
題
の
解
決
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
東
京
く
ら
し
フ
ェ
ス

タ
」
協
賛
事
業

 
と
し
て
開

催
し
ま
す
。 

会 の 活 動 に ご 協 力 く だ さ い ！

●会員の種類 ●年会費 

  社員  24,000円 

  会員(個人)  6,000円 

  会員(団体) 48,000円 

  ML会員(個人)  3,600円 

  ML会員(団体) 10,000円 

※ ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

広告欄 


